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【 方 法 】16th International HLA and Immunogenetics Workshop
（IHWS）参加の海外21施設と日本の5施設での精度管理を行う。試薬：
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美 1)、福田　　海 1)、千場　　隆 1)、堀　　耕太 1)、
　池田　知也 1)、城下　卓也 1)、杉本　卓哉 1)、宮部　陽永 2)、
　豊田麻理子 2)、山本　泰弘 3)、高野　雄一 3)、松本　賢士 3)、
　稲留　彰人 3)、荒金　　太 4)、横溝　　博 1)、上木原宗一 2)、
井　　清司 5)
当院では,1988年より腎移植診療を開始し,2013年5月末まで,のべ171
例の腎移植を行なっている.これまで年5-10例程度の症例数であった
が,近年の移植成績の向上により,移植希望患者が急増しており,最近
では月2,3例ペースと症例数が大幅に増えてきている.2012年は短期
目標であった年20例を達成した.症例数の増加とともに,ABO血液型
不適合,クロスマッチ陽性,FSGS,高度動脈硬化などのハイリスク症例
も増加してきているが,適切な術前検査,移植前処置を施行し,2010年
以降の約50例は全例生存,生着している.一方で,腎移植を行っている
多くの施設がそうであるように腎移植専従者は少なく,それぞれのリ
ソースを最大限活用しながらチーム医療を行っていく必要がある.増
加するフォローアップ患者にも対応するため,腎移植診療システムを
抜本的に見直し,ブラッシュアップを行ってきた.具体的には,1.内科
医,外科医を国内留学に派遣,2.腎移植外来診療システムの再構築,術
後病棟管理の効率化,3.移植コーディネーターの育成,4.内科,外科,泌尿
器科,産婦人科など各科にまたがる密接な腎移植チーム結成,5.職種を
超えたカンファレンス,6.県内の移植グループとの交流,7.地域への腎
移植啓蒙活動,8.ブタを使用した臓器摘出トレーニング,9.ドナーアク
ションプログラム,10.レジデント達の教育/育成など,ここ数年で様々
な取り組みを行ってきた.当院における,腎移植診療の”いま”につ
いて報告する.
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